
減ってはいても亜急性硬化性全脳炎は注意が必要。	

解　説	
	

1.  近年、亜急性硬化性全脳炎の発生は減少しているが、初発症状が発達障害と
類似しているため、早期診断には注意が必要。	

2.  更に、亜急性硬化性全脳炎の診療に際しては、患者家族やきょうだいの支援
も重要である。	
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